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地域特化型クラウドファンディング「EINEE高知」でのプロジェクト公開 

～「空の架け橋」で高知を守る！近森病院、南海トラフ災害対策にご支援を～ 

 

株式会社四国銀行（頭取 小林達司）は、地域特化型クラウドファンディング「EINEE 高知」において、  

『「空の架け橋」で高知を守る！近森病院、南海トラフ災害対策にご支援を』のプロジェクトをサポート   

しますので、お知らせいたします。 

 当行は、今後も、クラウドファンディングの手法を活用し、地域の魅力向上や地域資源を活用した新商品・

新サービスの開発等に取り組む事業者の皆さまを積極的にサポートいたします。 

 

記 

<プロジェクト概要> 

名称 「空の架け橋」で高知を守る！近森病院、南海トラフ災害対策にご支援を 

実行者 社会医療法人近森会 

支援募集金（目標） 10,000,000 円(※All in 方式) 

申込単位 5,000 円～1,000,000 円（8 種類） 

募集受付期間 2025 年 6 月 2 日～2025 年 7 月 31 日 

申込方法 「EINEE 高知」の WEB サービスよりお申込ください。 

本件プロジェクト URL：https://readyfor.jp/projects/chikamori-cf1 

リターン ・お礼状の郵送 ・院内設置寄附銘板へのネームプレート掲示等 

※支援金額に応じて、リターン内容が異なります。 

実行者からの 

メッセージ 

高知県高知市で医療グループを運営しています、社会医療法人近森会です。 

このプロジェクトの主体となる近森病院は、高知市の急性期基幹病院として県内 

最多の救急搬送を受け入れ、災害拠点病院としての使命も担っています。 

高知県は南海トラフ地震の被災想定県で、当院も津波浸水域にあります。浸水した

場合、院内にいる多くの患者さんやご家族・職員が取り残されてしまう可能性が高く、

外部からの支援が届くまでは院内にある物資を使って生き抜く必要があります。 

大きな問題として、入院病棟のある本館と道路を隔てて建つ北館・総合心療    

センターとの間で浸水時に移動が困難になることと、既存棟 1 階に保管している大量

の薬剤が浸水時に使用不能となる可能性の 2 点を抱えており、既存の建物だけでは 

抜本的な解決が困難な状況です。 

今回、空中通路ならびに薬剤棟を新たに建設して、この問題に立ち向かうことを  

決意しました。空中通路で各建物を一体化し、浸水時に患者さんや職員、物資を移動

できる環境を整備するほか、薬剤部を新棟の高層階へ移設するためのプロジェクト 

です。 

救えるはずの命が救えない、そのような事態は何としても避けなければなりません。

どうかこの趣旨にご賛同いただき、多くの皆さまのお力をお借りしたいです。 

ご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

※All in 方式：実行者は目標達成の有無に関わらず支援金を受け取ることができます。 

達成しなかった場合でもプロジェクトの実行、リターンの提供に支障はありません。 
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